
 

 

（別紙様式１） 

令和６年度 学校評価計画書 

学校名 三田市立広野小学校 

１ 学校教育目標 

  

 

 

２ 今年度の学校重点目標 

  

 

 

 

 

 

３ 自己評価項目   

分野・領域 評価項目（取組内容） 

教育目標・ 

学校運営  

「魂みがく」「学びに励む」「心をつなぐ」学校の具現化を図る教育活動が

できている。 

安全を確保し、教室・廊下等が学びの場として整備され、掲示物の環境が

整えられている。 

教育課程・ 

学習指導 

子どもたちは意欲を持って学び、ICTを活用して、教科の学びの本質に迫

ることができている。 

校区に対しての愛着と誇りを持つとともに、基礎基本の学力を定着させ、

進んで家庭学習をする習慣を身についている。 

人権教育・ 

生徒指導 

人間尊重の精神に基づき、お互いを認め合う心や自然を愛する心が育まれ

ている。 

あいさつ、早寝、早起き、朝ご飯などの基本的生活習慣を整え、学習習慣

が身についている。 

「学校いじめ防止基本方針」が機能し、いじめの予防・早期発見とともに、

不登校対策を講じている。 

保護者、地域

住民等との

連携 

学校だよりやホームページ等を活用して、学校からの情報を積極的に発信

することができている。 

地域や小・中学校の教職員の連携協力による授業を充実させ、課題を共有

し同じ方向で子どもを育もうとしている。 

 

魂みがく 学びにはげむ 心をつなぐ 広野っ子の育成 

・ 豊かな人間性や社会性を培い、ともに伸びる姿勢を育む（共生社会） 

・ 基礎・基本の定着を図り、確かな学力をつける（子どもの可能性を拓く） 

・ 学校全体で協働して授業改善を進める（教職員の資質・指導力の向上） 

・ 家庭や地域と課題を共有し、子どもの健やかな育ちを図る（「コミ・スク」を充実） 


